
　県労福協はNPO法人
ひろしま自然学校と合
同で、「ろうきん森の学
校フェスティバル」を
開催しました。
　事前の予報では雨の
心配もありましたが、好天に恵まれて、スタッフ
も含めた参加者は330人に上り、皆さんに楽しん
でいただけました。

修道大学の学生がスタッフとして参加！

　県労福協の活動方針の一つに掲げている「若い
世代とのつながり」を模索する試みとして、修道
大学の学生23人がボランティアで参加、各コーナー
でスタッフとしてお手伝いしていただきました。
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会場に、イベントスのキッチンカー登場！

　昼食には、広島県労働会館と提携している業者
「イベントス」が、ハンバーガーセットを用意し
ました。

「スタンプラリー」　今年も人気！

　会場内を回ってスタ
ンプを集めた家族連れ
が抽選機を回し、賞品
が当たる度に大きな歓
声が上がっていました。
　　

福島県産お米の試食と販売

　「福島県産の美味し
いお米を食べていた
だきたいので、イベ
ントに参加したい」
と希望があり、福島
県のNPO法人「おお

なみ」が参加、お米の試食と芋菓子などの販売が
行われ、参加者に喜んでもらうことができました。

森林リフレッシュ研修

　会場の一角では、昨年に続いて「森林リフレッ
シュ研修」を開催、地区役員と事業団体のみなさ
ん22名が参加、心も体もリフレッシュすることが
できました。
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20252025
年　度年　度「勤労者福祉の拡充・強化に関する要請書」を県に提出「勤労者福祉の拡充・強化に関する要請書」を県に提出
　県労福協は、2024年10月30日㈬、広島県庁を訪れ、地方の課題や県労福協・福祉事業団体の独自要求
をまとめた「2025年度勤労者福祉の拡充・強化に関する要請」を久光会長から梅田商工労働局長に手交
しました。

　要請には、広
島県から梅田商
工労働局長他 3
名、広島県労福
協から久光会長
他 5 名が出席し
ました。
　冒頭、久光会長から「県労福協の諸活動に対して、
広島県の職員のみなさんにはご理解とご協力をいた
だいていることに対して感謝の意を申しあげました。
　続けて、県労福協は労働団体と連携して、各福
祉事業団体と力を合わせ、「貧困や社会的排除が
なく、人と人のつながりが大切にされ、平和で安
心して暮らせる持続可能な社会の実現」を目指し
て運動に取り組んでいるので、各福祉事業団体か
らの要請も含め、次年度の予算に反映していただ
きたいと挨拶しました。
　次に、高木事務局長が労福協関連項目について説
明し、中国労働金庫、こくみん共済 coop、（一社）
広島県労働会館からもそれぞれ要請を行いました。
　梅田局長からは、「要請内容について関係部局
と協議の上、年明けに回答させていただきたい」
と回答があり、今年度の要請を終えました。

【要請内容の骨子】
Ⅰ．県労福協活動関連項目
⑴　広島県勤労者福祉対策費補助金について
⑵　大規模災害等に備えての防災・減災対策
の強化について

⑶　格差是正、貧困のない社会に向けたセー
フティネットの充実について

⑷　安心・信頼できる社会保障の構築
⑸　協同組合の促進・支援
Ⅱ．自殺対策事業に対する支援要請について
Ⅲ．福祉事業団体関連項目
⑴　中国労働金庫からの要請について
⑵　こくみん共済 coop からの要請について
⑶　（一社）広島県労働会館からの要請について

山縣氏・足立氏　令和山縣氏・足立氏　令和66年度年度「勤労者福祉功労知事表彰」「勤労者福祉功労知事表彰」を受けるを受ける
　令和 6 年度「勤労者福祉功労知事表彰式」が、
11月22日㈮県庁北館で行われ、湯﨑広島県知事か
ら、山縣　芳彦氏（NTT 労働組合）と足立　壮
平氏（マツダ労働組合）両名に表彰状が授与され
ました。

　「勤労者福祉
功労知事表彰」
では、長年、勤
労者福祉の増進
や中小企業の労
働福祉の向上に
積極的に取り組
み、その功績が顕著で、他の模範と認められる個
人・団体が表彰されます。
　表彰を受けたお二人は、新年 1 月 7 日㈫に開催
される「連合広島・広島県労福協 2025年新春旗開
き・賀詞交歓会」でみなさんに披露されます。



HIROSHIMA労福協

3

西　部
労福協

「第42回研究集会」今年は高松で開催！
テーマ：「支え合い・助け合いで持続可能な地域共生社会を！」
～地球温暖化対策や循環型社会づくりなどの問題に取り組む～

　2024年11月 7 日㈭、西部労福協「第42回研究集
会」がサンポートホール高松で開催され、中四国
から80名、広島からは 8 名が参加しました。

　講演 1 では、NHK エン
タープライズエグゼク
ティブ・プロデューサー、
日本環境ジャーナリスト
の会　副会長の堅達　京
子氏より、「脱温暖化・世
界の潮流と日本の課題」

と題した講演をいただきました。
　講演では、地球温暖化の現状や温暖化防止策に
ついての日本の対応の遅れなどを学びました。
　最後に、堅達氏は「今こそ英知を結集し、みん
なで『脱炭素』に取り組むことが重要である」と
結びました。
　続いて、環境省中央環境審議会委員、（一社）
徳島地域エネルギー代表の豊岡　和美氏を講師と
して、「脱炭素で強い地域経済を！」と題した講

演をいただきました。
　この講演で、豊岡氏は
再生可能エネルギー利用
を推進することが地域の
問題解決の決定打となり
得ることを強調しました。
　今回の研究集会を通じ
て、私たち一人ひとりに今できることは何なのか、
労福協として何ができるのかを考えるきっかけに
なりました。

　2024年11月29日㈮、中央労福協の第11回加盟団
体代表者会議が Web 開催されました。
　冒頭、中央労福協 芳野会長が挨拶を行い、続い
て議長に渡邉代議員（ワーカーズコープ連合会）
を選出し、議案審議に入りました。
　会議では、第 1 号議案「2024年度活動報告」を
はじめ、「2024年度会計決算報告および会計監査
報告」、「2024年度一般会計収支差額処分（案）」、

「2024～25年度の活動方針の補強（案）」、「2025年
度予算（案）」が提案され、すべての議案が満場
一致で承認されました。

2024～2025年度活動方針の補強
1．2025国際協同組合年（IYC2025）について
2．「新たな運動の展開と組織運営」に関する
今後の展開について

3．全労済協会の勤労者福祉研究会事業の移管
について
　※内容詳細は中央労福協HPをご覧ください。

　「活動方針の補強」に記載があるように、国連
は2025年を国際協同組合年とすることを定めまし
た。これを契機として、中央労福協においても、
協同組合運動・労働者福祉運動のさらなる発展や
地域でのつながりをめざし、加盟団体や関係団体
と連携した取組みを検討・実施することが確認さ
れました。

中央労福協　『第11回加盟団体代表者会議』　開催 !!
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【賀茂豊田地区労福協】「勤労者福祉政策協議会」
　2024年10月24日㈭東広島市芸術文化ホール「くらら」において「第
26回賀茂地区勤労者福祉政策協議会」を開催しました。
　連合賀茂豊田地協・中国労働金庫西条支店・こくみん共済 coop 広島
推進本部・東広島市の各団体から代表者が一堂に会し、①賀茂豊田地
区労福協活動報告および今後の取組みについて、②東広島市の勤労者
福祉政策の概要について、③令和7年度預託金要請および中国労働金庫
の事業推進について、④こくみん共済 coop の事業推進について報告す

るとともに、地域の勤労者福祉のあり方や今後の活動の進め方について意見交換を行いました。
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　連合広島が広島修道大学で
実施している「連合広島寄付
講座」が、2024年10月31日㈭
に開講され、久光県労福協会
長が講師として「労働者自主
福祉運動の取り組み」をテー
マに講義を行いました。
　講義には130名を超える学生が聴講し、熱心に
耳を傾けました。講義は、動画も交えながら「福
祉」「労働者福祉」を考えることから始まり、福
祉事業団体の生い立ちや中央労福協・広島県労福
協の取り組みを紹介、現在は「教育費負担軽減や
奨学金制度改善」を重点課題として取り組んでい
ることを強調しました。
　また、この講義の前の週に開催した「ろうきん森
の学校フェスティバル」では、大学生のみなさんがボ
ランティアとして手伝ってくれたおかげで、会場の雰
囲気も大いに盛り上がり、参加者のみなさんにも大変

喜んでもらえましたと、感謝の意を述べました。
　最後に、「同質の協力は和にしかならないが、
異質の協力は積（掛け算）になる」という言葉を
紹介し、多種多様な方面と「つながる」ことが大
切であると結び、講義を終えました。
　講義中にお願いした、「地域でつながるとした
ら、どんな活動に興味がありますか？」のアン
ケートの回答では、「地域の祭り、清掃やフード
ドライブなどのボランティア活動」といった意見
が多く寄せられました。

広島修道大学で行われた『連合広島寄付講座
』で

県労福協の久光会長が講義

【府中地区労福協】「勤労者福祉政策協議会」
　2024年10月2日㈬に神石高原町の「光信寺の湯ゆっくら」にて
13名の参加で開催しました。府中市から平野副市長、神石高原町
から入江町長が参加されました。西林会長の挨拶の後に「勤労者
福祉の向上に関する要請について」意見交換を行いました。
　要請に対する回答を事前にいただいており、勤労者福祉向上の観
点に立った有意義な意見交換を行うことができました。
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【備北地区労福協】「ボウリング大会」
　2024年10月22日㈫伍楽荘ボウルにて、備北地区労福協「ボウリング
大会」を開催し、12チーム51名の参加者が集いました。
　労組内での予選会を勝ち抜いたチームの参加もあり、白熱した戦い
となりました。団体戦・個人戦とで競い合い、各チームとも大いに盛
り上がり、交流を図ることができました。ゲーム終了後の表彰式では
豪華賞品が授与され、入賞した参加者は大喜びで帰路につかれました。

【広島西地区労福協】「秋のイベントバスツアー」
　2024年11月17日㈰、広島西地区労福協「秋のイベント」として「み
かん狩り＆潮流体験ツアー」を開催し、65名のご家族に参加いただき
ました。
　「みかん狩り」体験では、新鮮で甘くてとてもおいしい「みかん」を
たくさん食べながら、お土産用にいただいたネットに各自が「みかん」
を入れて持ち帰りました。

　潮流体験では潮の流れの速さに驚いたり、海に渦が巻いているのを目の当たりにし、乗船した全員
が食い入るように海面を見つめるなど、とても迫力があり子供も大人も大変楽しむことができました。
　バスツアーを通し、親睦を深める一日となりました。

【呉地区労福協】「バスハイク」
　2024年11月9日㈯毎年恒例の「バスハイク」を開催しました。当日は、
天候にも恵まれ、総勢48名の組合員とご家族に参加いただき、平田観光
農園にて「キャンプ飯」と「リンゴ狩り」を行いました。
　平田観光農園での昼食は、薪割りやご飯炊き、メインの「手作りカ
レー」、デザートとして「焼き芋」にもチャレンジし、グループに分かれ
て助け合いながら個性にあふれたカレーを作り楽しみました。
　また「リンゴ狩り」では、色々な種類ごとの味の違いを楽しみなが
ら、お土産用に自身のベストを選んで持ち帰りました。
　ツアーを通じて会員組合員や世代間の交流も図られ、充実した非日常を楽しめた有意義な一日と
なりました。

最終集約 2025年1月31日㈮

教育費負担軽減・奨学金制度改善に向けたアピールへの団体賛同・個人署名をお願いいたします！！
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ろうきんからのお知らせ

第21回中国ろうきん杯学童軟式野球選手権大会 結果報告
　野球を通じて新しい時代を担う学童の健全な身体を育成し、広く地域社会に奉仕することを目的
に開催しています。今年で21回目を数える「中国ろうきん杯学童軟式野球選手権大会」の結果につ
いて報告します。
　10月19日㈯、20日㈰広島県総合グランド野球場（広島市）に
て開催予定でしたが、10月19日㈯は雨天のため室内にて開会式
のみ行いました。10月20日㈰広島県総合グランド野球場（広島
市）、11月16日㈯晴海臨海公園球技場（大竹市）にて中国 5 県
の代表 8 チームによる決勝大会を開催し、選手たちの諦めない
姿、歓喜の表情に感動を与えられました。引き続き、ひたむき
に頑張る子どもたちを応援していきます！！

五日市観音少年野球クラブ

岡山庭瀬シャークス

田中副理事長による始球式

優勝優勝

準優勝準優勝
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こくみん共済 coopからのお知らせ

広島東地区労福協より横断旗を寄贈しました！

　2019年 1 月から 7 才の交通安全プロジェクトとして、マイカー共済お見積もり 1 件につき、横断
旗 1 本を地域に寄贈する取り組みをすすめています。 
　交通事故の死傷者数は 7 才が突出して多く、活動範囲が広がることで交通事故に巻き込まれやす
いというデータに着目し、自動車の保障を扱うこくみん共済 coop として交通事故に巻き込まれる
子供たちを守ることはできないかということからスタートし、“未来ある子どもたちを交通事故から
守りたい” そんな思いから「 7 才の交通安全プロジェクト」に取り組んできました。
　これまでに全国の交通安全協会や、自治体、小学校などへ140万本の横断旗を寄贈することがで
きました。これからも交通事故のない、安全な社会づくりのために、引き続き皆さまとともに取り
組んでまいります。

3424W007

　このたび2023年度の取り組み分として、広島東地区労福協から、 9 月17日㈫に坂町交通安全協会へ
100本、11月11日㈪に府中町役場へ400本を寄贈いただきました。
　あらためてこの取り組みの趣旨にご賛同いただきました広島県労働者福祉協議会をはじめ、各地区労
福協ならびに、ご協力いただきました協力団体および組合員の皆さまへ深く感謝申し上げます。

こくみん共済 coop　公式キャラクター　ピットくん ファミリー

20242024年年99月月1717日㈫坂町交通安全協会への寄贈日㈫坂町交通安全協会への寄贈
左：坂町交通安全協会　菅田会長　左：坂町交通安全協会　菅田会長　
右：広島東地区労福協　相原会長　右：広島東地区労福協　相原会長　

20242024年年1111月月1111日㈪府中町役場への寄贈日㈪府中町役場への寄贈
左：広島東地区労福協　相原会長左：広島東地区労福協　相原会長
右：府中町職員労働組合　國清執行委員長代行右：府中町職員労働組合　國清執行委員長代行
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たすけあいから生まれた
保障の生協です。 

「こくみん共済 coop」は営利を目的としない保障の生協として共済事業を営み、相互扶助の精神にもとづき、
組合員の皆さまの安心とゆとりある暮らしに貢献することを目的としています。この趣旨に賛同いただき、出資
金を払い込んで居住地または勤務地の共済生協の組合員となることで各種共済制度をご利用いただけます。

地震・台風・降雪 自然災害が増えている今、住まいる共済がパワーアップ！

WEB・
公式アプリから
手軽にお手続き
いただけます！

2024年4月リニューアル！

※風水害等共済金の場合

持ち家でも！賃貸でも！家財だけでも！

掛金は全国一律。
みんなの住宅と家財を守る保障

大きな被害でも安心

共済金の
支払い限度額の拡大※

小さな被害でも安心

10万円以下の損害も
保障対象に※

7724B001

公式キャラクター  ピットくん

広島推進本部
（広島県労働者共済生活協同組合）

街で噂の
牛すじ黒カレー

スパイシー
辛口

540円（税込）
スパイシー辛口
1人前　200ｇ
レトルトカレー

〒721-8588
広島県福山市南蔵王町4丁目5番18号
TEL：084-925-3800　URL https://r-miyabi.or.jp/

ユニオントラベル広島

あなたの旅のコンシェルジュ
最大限の対策をしてお待ちしております !!

＜旅行部門＞
国内・海外旅行　バスレク（日帰り・宿泊）

組合イベント　周年行事の手配
宿泊研修・出張手配　家族・職場旅行

詳しい内容・ご相談はユニオントラベル広島まで、お気軽にお問合せください。

082-261-8131TEL
受付時間　9：00～19：00（日曜・祝日は 17：00 まで）

FAX　082-263-3489
E-mail　info@workpier.jp
URL　https://www.worKpier.jp

〒732-0825　広島市南区金屋町 1-17

事業部 事業部

【新型コロナウィルス対策について】◎定期的な換気の推奨（窓完備）　　　　　　　　　◎各会場はご利用毎に消毒
◎会場面積に対しての推奨定員をご提案します。　◎周囲との距離を十分にとったレイアウトをご提案します。

一般社団法人　広島県労働会館


